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第18回 IBD（炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎・クローン病））勉強会
「Dysbiosis（＝腸内細菌叢の乱れ）とIBD
～糞便移植も含めた最近の話題」を開催しました！
NST（栄養サポートチーム）リーダー・内科主任医長　藤原 明子

　3月26日（土）午後1時半から、国体町新病院の8階病棟のカ
ンファレンスルームで第18回炎症性腸疾患（以下IBD）勉強会
を開催し、患者さんやご家族・ご友人など8名が参加してくださ
いました。国体町の新病院に移転して初めての開催です。
「腸内常在菌プロファイル検索―いわば患者一人ひとりの

腸内常在菌パターンを解明したもの」が、コンピューター医学
の発達にともない明らかとなってきた結果、年齢、性別のみなら
ず、居住地域や食生活習慣等で、同じ人でもそのパターンが変
動していくことが判明しました。
　昨年には、腸内細菌叢の乱れが消化管疾患のみならず、肥
満症やアレルギー、自閉症などの多種多様な疾患とDysbiosis
の関連性を特集した報道がありました。それを受けて国内での
糞便移植研究の現状を知りたいと患者さんの声が高まってき
たこともあり、今回のテーマとしました。
　本患者会では、プロバイオテックスや腸内細菌を話題にする
と参加者が多い印象があり、皆さんが普段から興味を持ち、馴

染みのあるテーマなの
だろうと思います。
　1958年に初めて「偽
膜性腸炎治療に糞便移植が有効である」と報告されて以来、こ
の数十年間にDysbiosisがIBDの発症や病勢に影響している可
能性が高いと示唆される報告が多くみられます。2014年より日
本でも、近親の健常者から糞便移植を行う臨床研究が、大学
病院など数か所の医療機関で行われ、有用性の検証がなされ
ていますが、現段階では未だ糞便移植のみでは寛解に至らな
い例が多く、寛解維持例は限られているようです。今後の治療
法の確立が大いに期待されます。
　私自身も7～8年前から腸内細菌の可能性に興味をそそら
れ、一般書から専門書に至るまでたくさん入手しました。未解
明なことが山とある分野ですから、消化器内科医としてもっと
学んで今後のIBD診療、ひいては消化器科診療にどんどん活か
していきたいと考えています。
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医療安全推進室 医療安全管理者　小山 由里
安全確認のため、お名前をお願いします

第26回岡山糖尿病協会分会
『済生会なでしこ』総会と
講演会を開催
栄養科糖尿病療養指導士・管理栄養士　森 美和子

　4月30日（土）午後2時から管理棟さいゆうホールC会場にお
いて上記の会を開催し、会員20名と一般の方21名が参加され
ました。総会では、私たち糖尿病チーム手作りの会報を毎回配
付しています。平成27年度の活動内容と会計報告の後に、中塔
糖尿病センター長から「糖尿病治療の進歩2016」の情報提供
を行いました。総会後の講演会は、岡山大学病院糖尿病セン
ター助教 利根淳仁先生をお迎えし、「徹底解明！ あなたに最
適な治療とその実践法～完全オーダーメイド治療を目指して
～」と題して約1時間の講演をしていただきました。糖の流れと
調節の基本から始まり、糖尿病の病態と経口糖尿病薬、インス
リン療法、レジスタンス運動、食事療法のツボ、インスリンポン
プ療法、近未来のⅠ型糖尿病治療まで幅広く説明されました。
糖尿病治療の選択肢がこの5年間で随分変わっています。自分
の体質、病態にあった治療を選ぶことが大切であると言われま
した。タイプ別糖尿病攻略法のスライドは療養指導していく上
で、とても興味がありました。新病院になって初めての会でした

が、「階段に
なった会場
はスライドがどこからでも見やすくてよかった」「これからも新し
い情報を教えてほしい」などの感想をいただきました。
　「済生会なでしこ」ではこのような講演会をはじめ、料理教
室、歩こう会、体験参加型食事＆勉強会など、糖尿病療養に役
立つ行事を開催しています。年間の会費は3,500円ですが、毎
月、日本糖尿病協会から送付される 『月刊 糖尿病ライフ さか
え』は糖尿病に関する情報が満載で、
とても勉強になります。「糖尿病につい
て勉強したい」「仲間を作りたい」など
興味、関心のある方は入会しません
か？ 詳細は栄養科までお問い合わせ
ください。

☎ 086-252-2218（栄養科）

ときどき入院、ほぼ在宅、たまには施設で！
外来センター長　平松 信
　5月10日（火）に第17回在宅生活を考える会が、「在宅医療と
急性期病院医療」をテーマにさいゆうホールにて開催され、院
内外から97名の参加がありました。
　森脇和久先生（御津医師会理事）のご講演「ときどき入院、
ほぼ在宅～機能分化の中で、在宅医が考えること～」では、病
院医療と在宅医療の連携強化のための問題提起をしていただ
きました。当院の山本院長から、急性期病院として在宅医療へ

の支援をいかにするべきかの発言が
あり、続いて大澤副院長から、「平成
28年度診療報酬改定と当院の立ち位
置～在宅医療支援を展望しながら～」と題して、DPC病院とし
ての当院の現状の説明がありました。佐藤涼介先生（岡山市医
師会副会長）の言われるように、「在宅医療へ患者さんの背中
を押すこと」が、いま私たちに期待されていることと思われます。

第32回腎臓病教室を開催しました
栄養科管理栄養士　小野 真由子
　4月16日（土）に第32回腎臓病教室を開催しました。新病院
になって初めての腎臓病教室で、8階病棟カンファレンスルー
ムで行いました。案内の看板も出していたのですが、迷ってデイ
ルームで待っている方もおられ、始まる前にちょっとしたハプニ
ングもありました。
　教室では、澁藤内科副医長より「慢性腎臓病～透析導入を
遅らせるために～」、坪田主任看護師より「腎臓について学びま
しょう」、管理栄養士の小野より「たんぱく質の摂り方について」
というテーマで話をしました。
　澁藤医師から腎臓の働きや透析方法の種類について説明
した後、透析導入を遅らせるための生活習慣の改善、食事療
法、血圧の管理、糖尿病や脂質異常症がある場合の注意点な
どをわかりやすくお話ししました。
　今回はおやつに、低たんぱく質のみたらし団子をお出ししま
した。よくスーパーで売られているみたらし団子は1本でエネル
ギー138kcal、たんぱく質1.6g、塩分0.4gですが、低たんぱくみた
らし団子は1本でエネルギー134kcal、たんぱく質0.2g、塩分
0.13gです。たんぱく質は普通のみたらし団子よりも8割も少な
く、また減塩にもなっています。たんぱく質制限をされている患
者さんにも安心して食べていただけると思います。
　参加人数は6名と少なかったのですが、その分気軽な雰囲気

で、普段は医師
になかなか聞け
ないような質問
が飛び交いました。
　教室終了後には、看護師や管理栄養士に聞き足りないこと
を個別に質問され、患者さん同士の会話もはずんでいました。
　次回の腎臓病教室は7月30日（土）に開催します（詳細は16
ページを参照ください）。皆さんのご参加を心よりお待ちしてお
ります。

医療安全シ
リーズ

「患者間違
い防止の

取り組み」

　人間は誰でも「思い込み」や「勘違い」をしやすい特性を持っています。
患者さんが顔見知りであっても、「思い込み」や「勘違い」による間違いを
防止するために、お名前をフルネームでお聞きするようにしています。必
要な場合には、生年月日などをお聞きすることもあります。

基本として患者さんに「安全確認のために、お名前をお願いします」とお聞きし、
フルネームで答えていただき、確認させていただいております。

❶

リストバンドには、氏名・生年月日・バーコードなどが印字されていま
す。リストバンドのバーコードを機械で読み取り、注射や輸血時の間違い
防止を行っています。

リストバンドがちぎれたり、締め付けられるなど、不具合
があれば、ご遠慮なく声をかけてください。

入院患者さんや外来で手術を受けられる患者さんには、
リストバンドを装着していただいております。

❷

※いろいろな場面で、お名前をお聞きしたり、リストバンドで確認をさせていただくことが多いと思いますが、
　今後とも、安全確認にご理解・ご協力をいただきますようお願いいたします。

ニュース&トピック


